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１． 研究計画の概要 
中層大気の気候変動力学分野における我が
国の第一線研究者からなる研究体制を作り, 
全研究方法を有効に組み合わせることによ
り, 中層大気を陽に含む大気大循環の主要
力学過程を網羅した総合的研究を強力に推
進する. 成層圏-対流圏結合系の多重時空間
変動像に関する新たな研究のアイデアを共
有し, 定期的集会での情報交換に基づいて
全参画者が協調した研究を展開することに
より, 成層圏-対流圏結合系の気候形成過程
とその気候変化における主要力学過程の役
割を統一した視点で明らかにする.  
具体的には, 成層圏の長期変化が大気大

循環の主要力学過程(平均子午面循環, プラ
ネタリー波, 傾圧擾乱, 重力波, および, 
積雲対流群)に及ぼす影響をパラメータスウ
ィープ実験とアンサンブル実験により定量
的に評価する. そして, 対流圏や地上の気
候形成と気候変化においてこれらの各過程
が果たす力学的な役割を明らかにする.  
また, 冬季極域 SSWなど季節内変動が大き

い状況で, 気候的な季節進行とそれからの
偏差としての年々変動に自然変動成分を区
分けし, さらに強制応答としての経年的な
気候変化を抽出することで, 成層圏-対流圏
結合系の多重時空間スケールでの変動・変化
像を構築する. そして, データ解析, 数値
実験, 理論を有機的に且つ有効に組み合わ
せることにより, そのような多重時空間変
動・変化のなかで上記の主要力学過程が果た
す役割を明らかにする. 
 
２． 研究の進捗状況 
平成 20 年度から平成 22 年度までの 3 年間, 
研究計画に沿って, 2 つの研究グループに分

かれて研究を遂行してきた. それぞれの研
究グループのこれまでの主な成果は以下の
ようにまとめられる.  
（1）成層圏変化が各過程に及ぼす影響評価
と力学的役割研究グループ: 
・2009 年 1 月に生起した極渦分裂型の成層
圏大規模突然昇温の観測的特徴を解析する
とともに, 予測可能期間が 5 日程度である
ことと, アラスカ近辺に生じたブロッキン
グ現象が大規模突然昇温の生起予測に重要
であることを明らかにした. 
・水惑星モデルを用いたパラメータスウィー
プ実験により, ハドレー循環において波動
が果たす役割が重要である可能性を示した. 
また GPS掩蔽観測データにより, 成層圏の波
動と前線構造を検出した. 
・成層圏突然昇温(SSW)が北半球環状モード
(NAM)の予測可能性に与える影響を調べるた
め, 2009 年と 2010 年冬季について予報実験
結果等を用いて解析した. SSW後の予報では, 
SSW前に比べて対流圏 NAM index の予測スプ
レッドが有意に小さいことを示した. 
（2）季節内変動・年々変動・気候変化にお
ける外部要因変動の力学的役割研究グルー
プ: 
・成層圏・対流圏の循環の相互作用, 特に熱
帯の対流活動に及ぼす影響について調
べ,  成層圏で子午面循環が強くなると, 熱
帯において絹雲が形成される高度が上がる
とともに, 大陸上の深い対流が強化される
ことを示した. 
・化学―気候モデルを使った過去再現実験を
行い, 突然昇温や極渦強化のような東西風
の大きな変化の前後において, それに付随
する子午面循環の変化を力学量やオゾン量
で調べた. その結果, 東西風変化の影響が

機関番号：14301 

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2008～2011 

課題番号：20244076 

研究課題名（和文） 気候変化における成層圏の影響の評価および力学的役割の解明 

                     

研究課題名（英文） Studies on the Effects of the Stratosphere on Climate Change and  

its Dynamical Role 

研究代表者 

余田 成男（YODEN SHIGEO） 

京都大学・大学院理学研究科・教授 

研究者番号：30167027 

 
 



 

 

熱帯や南半球の圏界面付近でも見られるこ
とを明らかにした. 
・成層圏を通した太陽活動の気候への影響に
ついて調べ, 成層圏プラネタリー波の伝播
の違いによって熱帯に昇温が生じる場合と
極域に生じる場合とがあることを理解する
ための概念モデルを構築した.  
 
３． 現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している 
 (理由) 本研究課題において組織した 2つの
研究グループは, 当初掲げた研究計画に沿
って互いに情報交換しながら研究を進めて
おり, 本研究課題の一つの目標である一流
の研究者達による研究体制を作るというこ
とが達成されている. また,研究そのものに
ついても当初の計画に沿って順調に成果を
挙げており, 十分な数の論文発表および学
会発表がなされている. 
 
４. 今後の研究の推進方策 
平成 20年度から平成 22年度までの 3年間の
研究成果を踏まえつつ, 最終年度である平
成 23 年度は, これまでの 3 年間の研究でま
だ十分明らかにできなかった内容, 特に, 
GCM における上部境界条件の設定やモデル分
解能等の違いがモデルにおける突然昇温の
発現の統計的性質にどのような影響をもた
らすのか,成層圏火山エーロゾルが気候へど
う影響し, ブリューワー・ドブソン循環はど
う変化するのか,などの内容について重点的
に取り組む. さらに, 国際研究ワークショ
ップを開催し, この研究課題の成果を発信
するだけでなく, 関連する研究者の国際的
な研究交流の場を設ける. また, 国際研究
ワークショップにあわせて, この研究課題
の Webサイトの内容を充実させ, 研究成果の
世界への発信力を強化する. 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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